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Abstract: A chronic disease (ex. diabetes and hepatitis) is rife, and it is one of the most popular cause of death in Lao People’s 
Democratic Republic (Lao) representative country of the developing country in Southeast Asia. In this study, the system design of a 
cloud system “Lao Diabetes Healthcare Network System (LDHNS)”, which is connected doctor with patient in Lao, is investigated. 
The interface design of the LDHNS is also shown.
 
１． はじめに 
東南アジアを代表する新興国であるラオス人民民主

共和国（以下ラオス）では，糖質の高い食生活や医療

教育水準の低さ，医療機関の医療水準の低さに起因し，

糖尿病や肝炎などの慢性疾患が蔓延し，最も多い死因

の一つとなっている[1],[2]．また雨季には，患者は医療水

準の高い首都ヴィエンチャンの国立病院へ通院するこ

とが難しくなる． 
2018 年 10 月にラオス首都ヴィエンチャンへ赴き，
現地調査を行なった．医療従事者及び医学部大学生へ

のインタビュー及びアンケート調査を行なった結果，

医療保険制度が普及しておらず，治療費が高額になっ

てしまうため，末期症状で通院する患者や，途中で通

院を止めてしまう患者が多くいることが分かった．一

方で，スマートホン所持率が高く，特に若い世代ほど

1 日のスマートホン操作時間が長く，使い慣れている
ことが分かった． 
本稿では，ラオスの糖尿病患者を対象にスマートホ

ンを活用した医師と患者を繋ぐクラウドシステム“Lao 
Diabetes Healthcare Network System（糖尿病患者向けの
疾患管理システム）”を構築したので報告する． 
 
２． 方法 
２．１	 システム要件 
(１) 糖尿病に関する検診データや病歴，服薬薬剤等の
処方を登録し，医患で共有できること． 

(２) 患者の症状改善の可視化ができること． 
(３) 服薬及び食生活等のコンプライアンス状況の可視
化ができること． 
(４) 継続性が求められる患者インタフェースでは，毎
晩 2, 3分で簡単に操作できるデザインであること． 
２．２	 医師インタフェース 
	 Figure１, 2にシステム構成及びデータフローを示す．
医師インタフェースは，Registration, Registrate a patient, 
Update of patient’s information 機能から構成される．
Registration機能では，自身のアカウント登録をする．
Registrate a patient機能では，システム未登録の患者の
登録をする．ID，Check digit，電話番号，メールアドレ
ス，その他検診データや病歴，服薬薬剤を登録する． 
Update of patient’s information機能では，外来患者の検
診データ及び服薬薬剤の更新をする． 
２．３	 患者インタフェース 

１：日大理工・院（前）・電気	 ２：日大理工・教員・電気	 ３：日大医学・専修医・内科学	 ４：日大短大・教員・植物栄

養学	 ５：日大医学・教員・内科学	 ６：日大歯学・教員・歯学 

 
Figure 1. System architecture 

令和元年度　日本大学理工学部　学術講演会予稿集

 848

L-7



患者インタフェースは，Daily check 機能と Check 
information機能から構成される．Daily check機能は，
日々の生活をチェック形式で答える．また，高齢者へ

の配慮から，ページ遷移を３枚以内にすることで返答

率を高くし[3]，文字サイズ 16pt 以上にすることで読み
やすさを配慮した[4]．Check information機能は，自身の
Daily checkの履歴や検診データの推移を確認すること
ができる．  
２．４	 ユーザアカウント保護 
  本システムで対象とするラオスの比較的高齢の患者
は，IDとパスワードに対して認知が低い．実際，ラオ
ス医療機関医師にインタビューを行なった際，患者が

IDとパスワードを忘れ，実験にならない可能性を指摘
された．このことから，実証実験をスムーズに進め，

システムのインタフェース及びその効果を早期に検証

するため，本システムでは電話番号を IDとして利用す
る方法を採用した．しかし電話番号のみでは打ち間違

いの可能性があることから，誤り検出方法として

Check digit(Luhn algorithm)[5]を採用した．Check digitの
算出式は(10	 − ∑ 𝑃( × 𝑄(	(+, 𝑚𝑜𝑑10)𝑚𝑜𝑑10で与えら
れる．但し，𝑃(は符号（電話番号配列），𝑄(は奇数番目
では１，偶数番目では２である． 
 
３． 試験運用及び実証実験 
今後ラオス現地でのインタフェース確認を行なった

後，実証実験によりシステムの有用性の評価を行う．

服薬及び食生活等のコンプライアンス状況，患者の容

態変化，糖尿病の症状の変化の相関を分析することに

より，本システムの有用性を評価する予定である． 
 
４．まとめ 
	 本稿では，ラオス向けに外来の糖尿病患者を対象に

スマートホンを活用した医師と患者を繋ぐクラウドシ

ステム“糖尿病患者向けの疾患管理システム”の設計

について示した．ラオスでの現地調査の結果を踏まえ，

システム要件やインタフェースデザインを考案した．

今後は，実証実験によりシステムの有用性の評価を行

う予定である． 
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Figure 2.  Data Flow Diagram 
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